
　私
た
ち
翠
巒
会
の
政
務
調
査

は
、
岩
手
県
の
葛
巻
町
で
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

か
し
た
発
電
シ
ス
テ
ム
や
林
業
進

行
・
地
場
産
材
を
活
用
す
る
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
ん

だ
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
林
業
振
興
へ

　木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電

所
を
見
学
。
こ
の
施
設
は
森
林
の

間
伐
材
等
の
木
材
を
チ
ッ
プ
化
し

て
燃
焼
の
際
、
発
生
す
る
ガ
ス
で

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
を
稼
動
さ

せ
て
電
気
を
供
給
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
温
水
も
供
給
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

　木
材
の
燃
焼
後
に
残
る
も
の
は

灰
だ
け
で
な
く
木
炭
も
で
き
る
た

め
農
業
資
材
等
に
利
用
し
て
い

る
。

　
　

　現
段
階
で
生
産
コ
ス
ト
は
割
高

で
あ
る
が
技
術
的
に
改
良
で
き
る

部
分
を
ク
リ
ア
し
て
い
け
ば
コ
ス

ト
削
減
は
可
能
と
の
説
明
。

資
源
循
環
型
農
業
を
目
指
し
て

　基
幹
産
業
が
酪
農
業
で
あ
り
、

家
畜
の
排
泄
物
も
多
い
。
ふ
ん
尿

と
牧
場
内
の
生
ご
み
を
メ
タ
ン
発

酵
槽
へ
投
入
し
、
発
生
し
た
ガ
ス

で
発
電
、
温
水
も
利
用
で
き
る
。

　発
酵
槽
か
ら
出
た
ふ
ん
尿
を
浄

化
し
て
か
ら
液
体
肥
料
を
抽
出
す

る
た
め
、
固
形
物
の
割
合
の
減
少

と
悪
臭
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
周
辺
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
散

布
で
き
る
。

　液
体
肥
料
も
草
地
に
散
布
す
る

が
、
ほ
と
ん
ど
の
病
原
菌
及
び
種

子
に
対
し
て
不
活
性
化
さ
せ
る
効

果
を
持
っ
て
い
る
た
め
植
物
の
抵

抗
力
に
効
果
が
あ
る
と
の
説
明
。

天
と
地
と
人
の
恵
み
を
活
か
し
て

　町
立
中
学
校
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
視
察
。
太
陽
電
池
パ
ネ

ル
で
発
生
し
た
電
力
を
中
学
校
の

昼
間
消
費
電
力
に
当
て
る
も
の
。

　事
業
費
が
約
四
千
六
百
万
円

で
、
年
間
の
発
電
量
を
購
入
電
力

に
換
算
し
た
場
合
約
七
十
九
万
円

な
の
で
維
持
管
理
費
等
の
経
費
を

除
け
ば
、
十
年
間
で
採
算
が
取
れ

る
。　仙

北
市
で
は
「
秋
田
杉
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
地
域
シ
ス
テ
ム
化
事
業

調
査
」
を
ま
と
め
た
。

　市
長
は
一
般
質
問
で
、
実
現
化

に
向
け
て
対
策
を
考
え
て
い
き
た

い
と
答
弁
し
て
い
る
。
期
待
す

る
。

17

税務調査

翠巒会・岩手県葛巻町

エネルギー自給の
「まちづくり」

各会派で先進各地へ
創成会・埼玉県川越市

「小江戸」と呼ばれている
蔵づくりと町並み

　私
た
ち
創
成
会
は
政
務
調
査
を

「
小
江
戸
」
と
称
さ
れ
る
埼
玉
県

川
越
市
に
決
め
、
「
小
京
都
」
と

何
が
ど
の
よ
う
に
違
う
か
を
調
査

す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　川
越
市
は
時
代
を
超
え
、
未
来

へ
生
き
る
ま
ち
並
み
を
模
索
し
続

け
て
い
る
市
で
あ
る
。
川
越
は
、

江
戸
時
代
に
北
辺
の
要
衝
と
し
て

隆
盛
を
極
め
た
と
さ
れ
、
当
時
の

町
割
り
の
影
響
が
今
も
色
濃
く
残

る
人
口
三
十
三
万
人
を
越
え
る
首

都
圏
の
都
市
で
あ
る
。

　城
の
南
北
を
武
家
地
と
す
る

「
町
割
り
」
や
町
全
体
を
守
る
位

置
に
配
置
さ
れ
た
寺
社
、
街
路
の

特
徴
は
、
丁
字
路
や
か
ぎ
の
手
や

小
路
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
商
業
地

は
間
口
が
狭
く
、
奥
行
き
の
長
い

敷
地
割
り
の
た
め
、
表
は
ぎ
っ
し

り
と
軒
を
連
ね
な
が
ら
、
奥
に
中

庭
や
さ
ら
に
奥
手
に
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
商
業

地
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
演
出
と
快

適
な
住
環
境
を
両
立
さ
せ
る
知
恵

が
活
か
さ
れ
て
い
る
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。
伝
建
群
の
種
類
や
規
模

は
違
う
が
、
小
京
都
角
館
と
似
て

い
る
。

　昭
和
六
十
三
年
の
観
光
客
は
二

百
四
十
万
人
。
平
成
十
八
年
度
は

五
百
五
十
万
人
と
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
観
光
施
策
に
力
を
入
れ

る
川
越
市
は
首
都
圏
と
い
う
地
理

的
条
件
か
ら
日
帰
り
客
九
十
七
パ

ー
セ
ン
ト
の
通
過
型
観
光
地
と
し

て
人
気
が
高
い
。
一
方
首
都
圏
か

ら
離
れ
て
い
る
「
小
京
都
」
は
、

本
来
は
宿
泊
型
の
観
光
地
な
の
だ

が
、
通
過
型
観
光
地
に
な
っ
て
い

る
。　同

じ
通
過
型
の
観
光
で
も
川
越

の
具
体
的
な
誘
致
目
標
数
一
千
万

人
計
画
は
、
仙
北
市
の
テ
ン
ミ
リ

オ
ン
計
画
と
は
質
的
に
違
う
も
の

に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
。

　川
越
の
町
並
み
の
景
観
は
「
蔵

づ
く
り
の
店
舗
」
が
中
心
を
な
し

て
い
る
。
明
治
二
十
六
年
の
大
火

が
契
機
だ
そ
う
だ
が
、
復
興
に
当

た
っ
た
川
越
の
商
人
は
江
戸
（
東

京
）
に
多
く
あ
っ
た
土
蔵
づ
く
り

を
耐
火
建
築
と
し
て
取
り
入
れ

た
。　当

時
首
都
圏
の
多
く
の
町
で
は

歴
史
的
な
町
並
み
が
壊
さ
れ
て
い

た
が
、
川
越
で
は
住
民
全
体
で

「
小
江
戸
」
と
呼
ば
れ
る
賑
わ
い

を
見
せ
た
面
影
を
「
蔵
づ
く
り
の

町
並
み
」
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ

る
。
川
越
の
ま
ち
づ
く
り
は
理
論

専
攻
で
な
く
、
「
な
ぜ
人
が
来
な

い
、
も
の
が
売
れ
な
い
」
の
若
い

人
た
ち
の
自
由
討
論
か
ら
始
ま
っ

た
そ
う
だ
。

川越市役所にて説明を受ける（11月9日）

決
算
特
別
委
員
会
は
十
一
人

で
構
成
さ
れ
、
委
員
長
に
浦

山
敏
雄
・
副
委
員
長
に
安
藤

武
を
選
任
。

　平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
と

十
一
特
別
会
計
の
決
算
を
二
日
間

に
わ
た
っ
て
審
査
、
一
般
会
計
と

国
保
特
別
会
計
の
二
議
案
は
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
を
認

定
し
、
ほ
か
は
全
会
一
致
で
認
定

し
た
。

一
般
会
計

　決
算
額
は
歳
入
一
八
六
億
一
千

六
十
七
万
円
、
歳
出
一
八
一
億
七

千
六
百
四
万
円
で
あ
る
が
、
翌
年

度
に
繰
り
越
せ
る
財
源
は
六
千
四

百
八
十
七
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　実
質
公
債
比
率
二
十
、
二
％
。

経
常
収
支
比
率
九
十
二
、
六
％
、

八
十
％
越
え
る
と
財
政
構
造
に
弾

力
性
が
失
な
わ
れ
る
と
い
わ
れ
経

常
収
支
比
率
は
全
年
度
に
比
べ

二
、
七
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
改
善

の
努
力
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
依

然
と
し
て
、
財
源
の
健
全
化
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　実
質
公
債
比
率
は
起
債
許
可
が

必
要
で
あ
る
十
八
％
を
上
回
る
二

十
、
二
％
で
、
前
年
度
よ
り
〇
,

八
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　高
い
水
準
に
あ
る
と
言
う
こ
と

は
、
多
額
の
負
債
を
抱
え
て
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

問

　不
納
欠
損
額
と
未
収
金
の
状

況
と
前
年
度
と
の
比
較
は
。

答

　不
納
欠
損
額
の
市
民
税
は
八

十
五
人
で
二
百
二
十
一
万
円
、

固
定
資
産
税
で
は
百
七
十
二
人

で
一
千
二
十
六
万
円
、
軽
自
動

車
税
は
、
二
十
四
人
で
九
万
九

千
円
、
都
市
計
画
税
は
八
人
で

十
一
万
三
千
円
と
な
っ
て
い

る
。

　前
年
度
と
の
比
較
に
つ
い
て
は

十
七
年
度
途
中
の
合
併
で
あ
る

た
め
単
純
比
較
は
出
来
な
い
。

問

　企
業
誘
致
に
関
し
て
は
、
他

よ
り
も
有
利
な
条
件
を
提
示
し

て
い
る
が
、
成
果
が
あ
が
ら
な

い
理
由
は
何
か
。

答

　周
辺
の
立
地
環
境
に
於
い
て

産
業
別
企
業
集
積
が
出
来
て
い

な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
。

　引
き
続
き
適
地
調
査
や
、
各
ふ

る
さ
と
会
を
活
用
し
た
情
報
収

集
を
図
り
た
い
。

委
員
会
で
の
意
見

一
、
税
金
お
よ
び
学
校
給
食
費
等

の
税
外
収
入
に
お
い
て
、
納
税

者
の
不
公
平
感
が
生
じ
な
い
よ

う
可
能
な
か
ぎ
り
欠
損
処
分
を

避
け
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も

に
、
と
り
わ
け
現
年
度
の
未
納

の
解
消
を
、
よ
り
い
っ
そ
う
強

力
に
取
り
組
む
こ
と
。

二
、
企
業
誘
致
の
実
現
化
に
向
け

具
体
策
を
検
討
し
実
行
す
る
こ

と
三
、
角
館
統
合
小
学
校
の
開
校
に

あ
た
り
、
備
品
等
の
配
備
に
係

る
具
体
案
を
早
期
に
ま
と
め
、

関
係
者
に
周
知
し
理
解
を
得
る

こ
と
。

四
、
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
の

行
財
政
改
革
を
具
現
化
し
、
可

能
な
も
の
か
ら
早
期
着
手
す
る

こ
と

各
特
別
会
計

　特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、
浄

化
槽
事
業
と
生
保
内
財
産
区
を
除

き
、
単
年
度
収
支
で
は
い
ず
れ
も

赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

○ 

下
水
道
事
業

○ 

集
落
排
水
事
業

収
入
未
済
額
を
抱
え
る
こ
と
は
今

後
の
下
水
道
事
業
、
集
落
排
水
事

業
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

国
民
健
康
保
険

　単
年
度
収
支
で
三
千
七
百
七
十

三
万
円
の
赤
字
、
国
保
税
の
収
納

率
が
約
七
十
七
％
。
収
入
未
済
額

の
縮
減
が
、
当
事
業
の
経
営
安
定

化
に
重
要
な
課
題
。
田
沢
、
神
代

診
療
所
は
住
民
に
密
着
し
た
医
療

を
実
践
し
て
お
り
、
住
民
福
祉
の

視
点
か
ら
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
と
な
っ
て
い
る
。

○
老
人
保
険
医
療

○
介
護
保
険

　清
眺
苑
お
よ
び
桜
苑
の
老
朽
化

対
策
が
急
務
。

○
生
保
内
財
産
区

○
田
沢
財
産
区

○
雲
沢
財
産
区

○
簡
易
水
道
事
業

問

　今
後
の
水
道
料
金
の
考
え
方

は
。

答

　仙
北
市
の
全
て
の
水
道
事
業

は
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
に
統

合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
後
五
年
程
度
で
料
金
の
統
一

を
図
り
た
い
。

　
　浦
山
委
員
長
は
終
わ
り
に
懸

命
な
努
力
は
評
価
す
る
が
、
行

財
政
改
革
の
実
践
を
加
速
さ

せ
、
市
民
の
血
税
が
有
益
な
形

で
還
元
さ
れ
る
施
策
の
展
開
を

切
望
す
る
と
結
ん
だ
。
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決算認定

平成18年度一般会計歳入歳出決算
集中管理、下水道事業、集落排水事業
浄化槽事業、国民健康保険、老人保健医療
介護保険、生保内財産区、田沢財産区
雲沢財産区、簡易水道事業の各特別会計決算
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